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茜, 市川佳弥, 丹原 惇, 飯田明彦, 小野和宏, 

齋藤 功, 高木律男： 二段階口蓋形成術施行片側

性唇顎口蓋裂患児の咬合評価 第１報 －軟口蓋形

成術式：Perko 法と Furlow 法での比較－．第 43 回

日本口蓋裂学会総会・学術集会, 新潟, 2019 年５

月 29 日-31 日, 日口蓋誌 44（2）抄録号：134 頁, 

2019． 

35) サラザール アンドレア レイ エスタシオ, 児玉泰

光, 結城龍太郎, 大湊 麗, 永井孝宏, 渡部桃子, 

山田 茜, 市川佳弥, 丹原 惇, 飯田明彦, 小野

和宏, 齋藤 功, 高木律男： 二段階口蓋形成術施

行片側性唇顎口蓋裂患児の咬合評価 第２報 －硬

口蓋閉鎖時期：5歳半と 4歳での比較－．第 43 回

日本口蓋裂学会総会・学術集会, 新潟, 2019 年５

月 29 日-31 日, 日口蓋誌 44（2）抄録号：134 頁, 

2019． 

36) 児玉泰光, 結城龍太郎, Salazar Andrea Rei 

Estacio, 大湊 麗, 永井孝宏, 渡部桃子, 山田 

茜, 市川佳弥, 丹原 惇, 飯田明彦, 小野和宏, 

齋藤 功, 高木律男： 二段階口蓋形成術施行片側

性唇顎口蓋裂患児の咬合評価 第３報 －術式と術

期の異なる２群間での比較－．第 43 回日本口蓋裂

学会総会・学術集会, 新潟, 2019 年５月 29 日-31

日, 日口蓋誌 44（2）抄録号：135 頁, 2019. 

37) 長谷部大地, 竹山雅規, 片桐 渉, 齋藤 功, 小

林正治： 外科的矯正治療の適応基準と矯正治療単

独とのボーダー症例の検討. 形成外科学会新潟地

方会, 新潟, 2019 年２月８日． 

 

【研究会発表】 

1) 近藤淳子、塚田しげみ、後藤早苗、丹原 惇、児

玉泰光、高木律男、齋藤 功：口唇裂・口蓋裂児

に対する療育サポートミーティングにおける 歯科

衛生士の集団的口腔衛生指導の取り組み．第 8回

日本小児診療多職種研究会, 静岡, 2020 年２月 1

日-２日. 

 

【受 賞】 

1) 市川佳弥、丹原 惇、朝日藤寿一、宮田昌幸、親

松 宏、児玉泰光、新美奏惠、高木律男、小林正

治、齋藤 功：新潟大学医歯学総合病院において

PNAM 治療を行った片側口唇口蓋裂患児における外

鼻形態変化の短期的評価．令和元年度 日本口蓋裂

学会 優秀論文賞, 2020 年３月４日. 

2) Osawa K, Nihara J, Nishiyama H, Takahashi K, Honda 

A, Atarashi C, Takagi R, Kobayashi T, Saito I： 

Classification of 3-dimensional mandibular deviation 

using cluster analysis in patients with mandibular 

prognathism. Most Excellent Poster Award at “The 58th 

Congress of the Korean Association of Maxillofacial 

Plastic and Reconstructive Surgeons”, October 31st to 

November 2nd, 2019. 

3) 網谷季莉子, 竹山雅規, 丹原 惇, 高橋功次朗, 

大島康義, 小林正治, 齋藤 功： 性別、年代別に

みた閉塞性睡眠時無呼吸と顎顔面形態、BMI との関

連性．第 78 回日本矯正歯科学会学術大会優秀発表

賞, 2019 年 11 月 20 日-22 日. 

4) 長崎 司, 福井忠雄, 栗原加奈子, 坂上 馨, 深

町直哉, 阿部 遼, 堀 一浩, 小野高裕, 齋藤 

功： 舌圧と顎顔面筋群の筋活動同時測定による嚥

下運動解析法の有用性．第 78 回日本矯正歯科学会

学術大会優秀発表賞, 2019 年 11 月 20 日-22 日. 

5) 大澤知朗, 丹原 惇, 西山秀昌, 高橋功次朗, 本

多綾子, 高木律男, 小林正治, 齋藤 功： 三次元

CT 画像を用いた骨格性下顎前突症患者における下

顎骨偏位の様相について．第 29 回日本顎変形症学

会総会・学術大会優秀ポスター賞, 2019 年６月８

日-９日. 

6) 丹原 惇, 西山秀昌, 秋葉陽介, 大内章嗣, 小野

和宏（キー・コース開発プロジェクトチーム）: 

学士課程教育における汎用的能力の育成とルーブ

リックを用いたパフォーマンス評価. 平成 30 年度 

新潟大学学長教育賞 2019 年５月 20 日. 

 

【その他】  

1) Jun Nihara: Applying Numerical Simulation to 

Orthodontics with Niigata University. 

https://www.synopsys.com/simpleware/news-and-

events/simulation-orthodontics-niigata.html, 17th 

September 2019. 

2) 栗原加奈子: 成人前歯部開咬症の舌突出が嚥下時舌

圧発現様相に与える影響. 新潟歯学会誌 49(1): 

33-34 頁, 2019. 

 

 

摂食嚥下リハビリテーション学分野 

【著 書】 

1） 井上 誠：嚥下．基礎歯科生理学第 7版（岩田幸一，

井上富雄，舩橋 誠，加藤隆史編），医歯薬出版株式

会社，東京，400-412 頁，2020. 

2) 井上 誠：吸啜．基礎歯科生理学第 7版（岩田幸一，

井上富雄，舩橋 誠，加藤隆史編），医歯薬出版株式

会社，東京，413-418 頁，2020. 

3) 井上 誠：オーラルフレイル．図とイラストだから

わかるサルコペニア・フレイル，遠藤直人編，クリ
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ニコ出版，東京，73-77 頁，2019. 

4) 井上 誠：筋電図検査．これでナットク！摂食嚥下

機 能 評 価 の コ ツ ， Monthly Book Medical 

Rehabilitation No240，全日本病院出版会，東京，

105-112 頁，2019. 

5) 井上 誠：4 章 II 摂食嚥下に関わる機能（生理）．

歯科衛生士のための摂食嚥下リハビリテーション第

2 版，公益財団法人日本歯科衛生士会監修，東京，

46-55 頁，2019. 

6) 井上 誠：基礎編 嚥下の生理学．歯学生のための

摂食嚥下リハビリテーション学第 2版（井上 誠，

弘中祥司監修），医歯薬出版株式会社，東京，20-25

頁，2019． 

7) 井上 誠：基礎編 呼吸，発声．歯学生のための摂

食嚥下リハビリテーション学第 2版（井上 誠，弘

中祥司監修），医歯薬出版株式会社，東京，37-40 頁，

2019． 

8) 辻村恭憲，井上 誠：基礎編 2 章 1)咳嗽．歯学生

のための摂食嚥下リハビリテーション学第 2 版（井

上 誠，弘中祥司監修），医歯薬出版株式会社，東京，

40-43 頁，2019． 

9) 井上 誠：基礎編 嘔吐の生理学．歯学生のための

摂食嚥下リハビリテーション学第 2版（井上 誠，

弘中祥司監修），医歯薬出版株式会社，東京，43-44

頁，2019． 

10) 伊藤加代子，井上 誠：臨床編 1 4 章 5)唾液，味

覚，嗅覚．歯学生のための摂食嚥下リハビリテーシ

ョン学第 2版（井上 誠，弘中祥司監修），医歯薬出

版株式会社，東京，94-96 頁，2019． 

11) 辻村恭憲，井上 誠：臨床編 2 3 章 7)嚥下造影．

歯学生のための摂食嚥下リハビリテーション学第 2

版（井上 誠，弘中祥司監修），医歯薬出版株式会社，

東京，145-147 頁，2019． 

12) 井上 誠：臨床編 その他の検査．歯学生のための

摂食嚥下リハビリテーション学第 2版（井上 誠，

弘中祥司監修），医歯薬出版株式会社，東京，154-156

頁，2019． 

13) 伊藤加代子，井上 誠：臨床編 2 7 章 2)外来患者

の口腔衛生管理．歯学生のための摂食嚥下リハビリ

テーション学第 2 版（井上 誠，弘中祥司監修），医

歯薬出版株式会社，東京，189-192 頁，2019． 

14) 辻村恭憲，井上 誠：臨床編 3 2 章病院での対応．

歯学生のための摂食嚥下リハビリテーション学第 2

版（井上 誠，弘中祥司監修），医歯薬出版株式会社，

東京，220-222 頁，2019． 

15) 真柄 仁，下畑享良：臨床編 4 2 章疾患別症例 ②

神経変性疾患における嚥下障害．歯学生のための摂

食嚥下リハビリテーション学第 2版（井上 誠，弘

中祥司監修），医歯薬出版株式会社，東京，259-260

頁，2019． 

16) 真柄 仁，堀 一浩：臨床編 4 2 章疾患別症例 ③

頭頸部腫瘍術後における嚥下障害．歯学生のための

摂食嚥下リハビリテーション学第 2版（井上 誠，

弘中祥司監修），医歯薬出版株式会社，東京，265-269

頁，2019． 

17) 伊藤加代子：第Ⅲ章 14 周辺領域の症状・疾患 9 歯

科口腔領域．女性医学ガイドブック更年期医療編

2019 年度版（日本女性医学学会編），金原出版，東

京，299-302 頁，2019． 

 

【論 文】 

1) Watanabe T, Shimokakimoto T, Jayatilake D, Inoue M, 

Suzuki K: A portable sensor sheet for measuring the 

eating pace in meal assistance care. IEEE in press, 2019.  

2) Tsujimura T, Inoue M: Evaluation of the association 

between orofacial pain and dysphagia. J Oral Sci 62(2): 

156-159, 2020． 

3) Murakami K, Minagi Y, Hori K, Uehara F, Salazar SE, 

Inoue M, Maeda Y, Ikebe K, Ono T: Evaluation of hyoid 

movement during swallowing using a bend sensor. J Oral 

Rehabil 47(3):339-345，2020． 

4) Koshi N, Magara J, Sakai S, Tsujimura T, Ono K, Inoue 

M: Properties of hyoid muscle contraction during tongue 

lift measurement. J Oral Rehabil 47(3):332-338，2020． 

5) Tsujimura T, Ueha R, Yoshihara M, Takei E, Nagoya K, 

Shiraishi N, Magara J, Inoue M: Involvement of the 

epithelial sodium channel in initiation of mechanically 

evoked swallows in anaesthetized rats. J Physiol 

597(11):2949-2963, 2019.  

6) Ashiga H, Takei E, Magara J, Takeishi R, Tsujimura T, 

Nagoya K, Inoue M: Effect of attention on chewing and 

swallowing behaviors in healthy humans. Sci Rep 

9(1):6013, 2019.  

7) Ito K, Edahiro A, Watanabe Y, Ohara Y, Motohashi Y, 

Morishita S, Motokawa K, Watanabe Y, Hirano H, Inoue 

M: Qualitative analysis of the vocabulary used in work 

logs of a preventive programme for elderly oral function 

and nutrition．J Oral Rehabil 46(8):723-729. 2019. 

8) Sasegbon A, Watanabe M, Simons A, Michou E, Vasant 

DH, Magara J, Bath P, Rothwell JC, Inoue M, Hamdy S: 

Cerebellar rTMS restores pharyngeal brain activity and 

swallowing behavior after disruption by a cortical virtual 

lesion. J Physiol 597(9):2533-2546. 2019 

9) 伊藤加代子，辻村恭憲，真柄 仁，渡邊賢礼，白石 

成，那小屋公太，竹石龍右，井上 誠：車椅子実習

に対する歯学部 1 年次生の意識に関する検討．新潟
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大学高等教育研究，7:1－8，2020． 

10) 大西淑美，池上由美子，寺西典子，藤岡香代子，花

岡宏美，伊藤久美，江戸美奈子，辻 唯衣，川野知

子，伊藤加代子：がん治療患者におけるインプラン

ト周囲組織の炎症に関するリスク因子の検討．日衛

学誌，14(1)：61-71，2019.8. 

11) 羽尾直仁，辻村恭憲，白石 成，井上 誠：摂食嚥

下リハビリテーションを実施したクロウ・深瀬

(POEMS)症候群の 1 例．新潟歯学誌 49(1): 19-

24,2019. 

 

【商業誌】 

1) 井上 誠：命の危険を招く「嚥下障害」を進行させ

ない賢知恵袋．女性自身介護スペシャル，110-112，

2020． 

2) 伊藤加代子，井上 誠：歯科発 QOL 向上のためのお

いしさ支援 味覚障害の早期発見＆治療．デンタル

ダイヤモンド，2020(1)：34-39,2020.1. 

3) 伊藤加代子：目と肌を乾燥不調から守る最新ケア．

ハルメク，12:67-69，2019． 

4) 井上 誠：食品科学に関する情報：超高齢社会にお

ける食品開発のキーワードを伝授します．製パン工

場 Vol48（9）：3-9，2019.9. 

5) 渡邊賢礼：Impossible を I’m possible に：こども

の摂食嚥下でやるべきこと．歯界展望，134(2)：380-

383, 2019.8. 

6) 伊藤加代子，船山さおり，井上 誠：これでわかる，

対応できる，口腔乾燥症の診査と治療．The 

Quintessence，38(6)：54-67，2019.6. 

7) 伊藤加代子，井上 誠：【更年期診療 UPDATE】更年

期女性への対応，更年期女性の口腔症状への対応．

医学のあゆみ，269(1)：45-49，2019.4. 

 

【研究費獲得】 

1) 井上 誠（提案申請者）：Dental and orofacial 

research required in a super aged society．令

和元年度さくらサイエンスプラン，国立研究開発法

人科学技術振興機構，2019． 

2) 井上 誠（研究分担者）：嚥下障害患者の安全な経口

摂取に寄与する咽喉頭感覚障害評価法の研究開発．

日本医療研究開発機構 障害者対策総合研究開発

事業感覚器障害分野， 2019． 

3) 井上 誠（分担研究者），辻村恭憲（分担研究者）：

嚥下障害モデル動物を用いた摂食嚥下障害の病態

解明．平成 30 年度文部科学省科学研究費補助金研

究，基盤研究（C），19K10201，2019． 

4) 井上 誠（分担研究者），真柄 仁（分担研究者）：

加齢に伴う摂食関連機能と形態変化ならびにその

関係．平成 30 年度文部科学省科学研究費補助金研

究，基盤研究（C），17K12041，2019． 

5) 井上 誠（分担研究者）：ピエゾセンサーを用いた嚥

下機能評価法と嚥下リハ地域連携システムの確立．

平成 30 年度文部科学省科学研究費補助金研究，基

盤研究（C），18K10669，2019．  

6) 井上 誠（分担研究者）：食欲中枢の制御機構と破綻

の分子基盤の解明．平成 30 年度文部科学省科学研

究費補助金研究，基盤研究（B），17H04372H，2019． 

7) 井上 誠（分担研究者）：精神科における誤嚥性肺炎

予防のための連携型摂食嚥下障害ケアプログラム

の開発．平成 30 年度文部科学省科学研究費補助金

研究，挑戦的萌芽，17K19800，2019． 

8) 真柄 仁（研究代表者），井上 誠（分担研究者）：

口顎口腔運動学習による嚥下関連高次脳ネットワ

ーク再構築を検証する．令和元年度文部科学省科学

研究費補助金研究，基盤研究（C），19K10243，2019． 

9) 真柄 仁（分担研究者）：消化器外科手術後の包括的

嚥下機能評価に関する研究．平成 30 年度文部科学

省科学研究費補助金研究，基盤研究（C），17K00813，

2019． 

10) 船山さおり（研究代表者），伊藤加代子（分担研究

者），井上 誠（分担研究者）：自発性異常味覚の診

断に関わる 5 因子の検討．平成 30 年度文部科学省

科学研究費補助金研究，基盤研究（C），17K12043，

2019． 

11) 辻村恭憲（研究代表者），井上 誠（分担研究者）：

口腔と咽頭をつなぐ三叉神経傍核が咀嚼嚥下に果

たす役割. 平成 30 年度文部科学省科学研究費補助

金 基盤研究(C), 17K11775, 2019. 

12) 伊藤加代子（分担研究者）：縦断研究による高齢者の

唾液流量に関する回帰モデルの作成．平成 30 年度

文部科学省科学研究費補助金研究，基盤研究（B）， 

19H03899H，2019． 

13) 那小屋公太（研究代表者）：咀嚼・嚥下・呼吸の相互

変調効果に関する神経学的解析．平成 31 年度文部

科学省科学研究費補助金研究，若手研究，19K19120，

2019． 

14) 辻村恭憲（研究代表者），井上 誠（研究分担者）：

摂食嚥下運動の動作解析を通して見えてくる食品

開発へのヒント．新潟大学 U-go グラント，950 千

円，2019. 

15) 辻村恭憲：新潟大学論文投稿等支援プログラム， 

2019． 

16) 那小屋公太：慢性閉塞性肺疾患(COPD)に起因する嚥

下機能低下の生理学的検証．2018 年 GSK ジャパン研

究助成, 2019. 

17) 井上 誠（研究代表者）：身体フレイル患者における
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咳嗽，ハフィング，嚥下の運動特性の比較，令和元

年度新潟歯学会第 1回例会，新潟大学，新潟，2019

年 7 月 13 日，新潟歯学誌 49(2):74－75 頁，2019． 

38) 真柄 仁，井上 誠：誤嚥性肺炎クリニカルパス策

定に向けた摂食嚥下機能評価項目の検討．日本老年

歯科医学会第 30 回学術大会，仙台国際センター，

仙台，2019 年 6 月 6‐8日，老年歯学 34(2): 185

頁，2019． 

39) 真柄 仁，井上 誠：延髄外側症候群の嚥下障害に

対し可徹性補綴装置を装着した一症例．日本補綴歯

科学会第 128 回学術大会，札幌コンベンションセン

ター，札幌，2019 年 5 月 10－12 日． 

40) 竹井絵理，真柄 仁，辻村恭憲，井上 誠：米菓摂

取時の咀嚼特性と食塊物性．日本顎口腔機能学会第

62 回学術大会，名古屋，2019 年 4 月 13-14 日． 

41) 吉原 翠，那小屋公太，真柄 仁，辻村恭憲，井上 

誠：麻酔下ラットにおける喉頭 TRPV1 持続活性化に
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憲，井上 誠：誤嚥性肺炎入院患者の摂食嚥下機能

に応じたクリニカルパスの実施．第 8 回 新潟市医
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年 2 月 25 日． 
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4) 小貫和佳奈，辻村恭憲：摂食嚥下の仕組みと評価，
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2019，グランフロント大阪，大阪，2019 年 10 月 6

日． 

15) 伊藤加代子：文献紹介，低栄養を呈する在宅療養患
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18) Inoue M: What can we do for elderly?-Oral hypofunction 

and dysphagia-. Thammasat University, Chulalongkohn 

University, Thailand 2019.9.24-25. 
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ナー，新潟大学歯学部，新潟，2019 年 8 月 25 日． 
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27) 真柄 仁，井上 誠，渡邊賢礼：基礎と臨床から考

える嚥下運動記録‐明日からあなたもエキスパー

ト‐，第 11 回顎口腔機能セミナー，ビレッジ安曇

野，安曇野，2019 年 8 月 17-19 日．  

28) 伊藤加代子，後藤理恵：口腔乾燥症・味覚障害．2019

年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病院，

新潟，2019 年 8 月 13 日． 

29) 武田安永，辻村恭憲：高齢者の栄養，2019 年度摂食

嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病院，新潟，2019

年 7 月 23 日． 

30) 井上 誠：摂食嚥下の臨床．新潟県歯科医師会認定

障害者診療医養成事業，新潟県歯科医師会館，新潟，

2019 年 7 月 20 日． 

31) 新潟大学大学院医歯学総合研究科摂食嚥下リハビ
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の高齢者の食．FOOMA JAPAN 2019 アカデミックプラ

ザ，東京ビックサイト，東京，2019 年 7 月 9-12 日． 

32) 笹 杏奈，那小屋公太：言語訓練，2019 年度摂食嚥

下セミナー，新潟大学医歯学総合病院，新潟，2019

年 7 月 9日． 

33) 伊藤加代子：健康寿命の延伸は歯と口腔の健康から

～オーラルフレイルについて～，歯を守る市民の会

おとな部会，長野市保健所，長野，2019 年 6 月 27

日． 

34) 伊藤加代子：口腔の健康と QOL 向上を目指して～口

腔乾燥症,味覚障害,口腔機能低下への対応～，長野

市歯科医師会，ホテル信濃路，長野，2019 年 6 月 27

日． 

35) 那小屋公太，羽尾直仁：摂食嚥下の訓練．2019 年度

摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病院，新潟，

2019 年 6 月 25 日． 

36) 井上 誠：食べること・飲み込むこと．新潟明訓高

等学校，2019 年 6 月 19 日． 

37) 井上 誠：さくらサイエンス実施報告，歯学部ニュ

ース，平成 30 年第 2号（134 号）60-62，2019． 

38) Magara J：Clinical and research approaches to dysphagia 

in dentistry ． Thammasat University, Khonkean 

University, Thailand 2019.6.18-19 

39) 那小屋公太，羽尾直仁：食事介助．2019 年度摂食嚥

下セミナー，新潟大学医歯学総合病院，新潟，2019

年 6 月 11 日． 

40) 井上 誠：にいがた摂食嚥下障害サポート研究会発

足十周年の想い，食の支援ステーションニュース第
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6 号，2019 年 6 月 3日． 

41) 辻村恭憲，小貫和佳奈：摂食嚥下の仕組みと評価，

2019 年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病

院，新潟，2019 年 5 月 28 日． 

42) 井上 誠：歯科医学が貢献できる摂食嚥下障害の臨

床と研究．平成 31 年度キャリアアップ講演会，徳

島大学，徳島，2019 年 5 月 22 日． 

43) 羽尾直仁，那小屋公太：口腔ケア．2019 年度摂食嚥

下セミナー，新潟大学医歯学総合病院，新潟，2019

年 5 月 14 日． 

44) 井上 誠：摂食・嚥下セミナー．第 15 回新潟福祉

機器展講演会，新潟市産業振興センター，新潟，2019

年 5 月 11 日． 

45) 船山さおり，日野遥香：口腔乾燥症・味覚障害．2019

年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病院，

新潟，2019 年 4 月 23 日．  
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